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平塚純一 ・山室真澄 ・石飛絡著

里湖モク採り物語 -50年前の水面下の世界
あの「海洋と生物 * J を出版している生物研究祉の凄腕編集

長 山岡容子さんから「こんな本を出しました」と手渡された0

m湖? モク採り? タイトルが而白そうな本だなと思って読んで、
みたら， 中身も面白いです， 山間さん。
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かもしれない。人里近くにあって人々の生活と結ひoついた山・森林
を意味する「里山J ( 広辞苑第 5版) と同じような{ 史い方がされて
いるようだ。「里tIiIjJ 文化が沈水植物( モク) に支えられているこ
とを看破した著者らは rモク採り」について綿密な調査を行って
きた。取り上げ、られる「里湖」は，仁|コ海・宍道湖 (第 2主主・第 3主主)
からL1JI塗の潟rlill (第 4 章)，そして全国の湖沼(第 5章) へと広がっ
て，日本の湖の生態系が 20 世紀中頃に急変したことを硲信するに
いたる。付録の「モク採り関連年表」なども実に精力的な仕事で，
(iIJjオタクを楳梼するのも背ける。10年ほど前，雲南省大理市の湾

海( アールハイ) で「モク採り」をする夫婦を見たことがあるが r里
削」崩壊はいまや近代化著しいアジア全域にみられる事象なので
はないか。ぜひとも世界へ展開して欲しい物語と思う。

ヰ今年の 6月号で， 21 1=1本政コンブ類
の分mと分布」が完結した，好評|煽月刊M i'-Yュ生物専門誌。

昨今の，近視眼的な「自然再生」に盛り上がる環境保護運動
にも一石を投じようとする， 111岡編集長イチオシの書。 (編)
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企画展
2007年 9 月 22 日(土) '" 2008年 1月 28 日( 月)

東京お台場の一角に立つ日本科学未来館で，地下世界をテーマにした興味深い企画展が聞かれている。サイエンスコミュ
ニケーション推進室の森田由子氏によれば，未来館の企画展示ゾーンを初めて全面( 約 J，5 0 0 m2) 使用したとのことで， そ
の広大な仮想「地下」 空間には圧倒される。地球の地下にまつわる話題が網羅されて ミナア? せナノー ぃ、??五百Z!日忠弘;;!許可能j日;;料百字ど
からの提供) が閣の中でもの静かに横たわり， 1個の芸術作品に仕上がっている。 (編) r  
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所在地. 〒 135-0064東京都江東区脊海 2丁目 41番地
連絡先・ Tel 03-3570-9151  Fax 03-3570-9150 
交 通・新交通ゆりかもめ( 新橋駅~12洲駅) r船の科

学館IJ 駅下車，徒歩約 5分 または都営パス
「日本科学未来館前」下車，徒歩約 l分

入館料 .大人 900 円， 18成以下 350 円( 団体 8名以上 :
大人 800 F[J， 18歳以下 310 円)

H寺 I::J: 10:00-17:00 (入館は|羽自n30分前まで)
休館EI:毎迎火"程日(祝日， 冬休みJVJ間は開館) ・12危8-1/1


